
（様式 1

１．概

実践団

連絡先

プラン

プラン

※1 別紙

※2 別紙

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【プラ

○糸魚

ので
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○私た
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12-1）最終報

概 要 

団体名 

先  

ンタイトル 

ンの対象者

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

ランの目的

魚川市が世界

である。この世

い。反面、大和

オパークから得

ランの概要

校では、自然

く防災教育」

世界ジオパー

安全に避難す

仲間同士や地

れまでの学校教

で守る」という

校行事や学習

待される効

童が、世界ジオ

の愛着をより深

PTA、地域住

たちの実践は

践例(海、津波

例としての提案

報告書  

糸魚川

０２５

大和川

※1 

小学生

等、保

域住民

意点」の１．項目

意点」の２．項目

的・ここがポ

界に誇る自然

世界ジオパー

和川地域が抱

得た学習の成

要】 

然(ジオパーク

のモデル構

ークを学び、

するための知

地域住民と協

教育活動を防

意識を高める

習時に、PTA、

効果・ここが

オパークに存

深めることが

住民が再認識

は「防災教育と

波編)としての提

案」となる。 

 

市立大和川小

－５５２－

小発！ジオパ

生教職員・

保護者・PT
民 
目から選択し、記

目から１つ選択

ポイント！

然環境(ジオパ

ークに児童が存

抱える自然災

成果を地域住

ク)、自立、

構築が、新し

かかわり、

知識、感覚、

協力し、助け

防災教育の視

るようにする。

地域住民に

がおすすめ

存分に浸り、自

ができる。また

識するとともに

とジオパーク(

提案」「地域防

1/16 

小学校 

３１１５ 

パークの海

保育士

TA、地
対

災

記入してください

し、記入してくだ

！】 

パーク)は、地域

存分に浸り、

災害の現状とそ

住民に還元して

共生を大切

い提案にな

愛着をもて

判断力、行

け合える児童

視点から再構

。 

に参画してもら

め！】 

自然や地域の

、海に面した

に、防災に関す

(地域の自然環

防災における

 

記 入

と向き合う地

対象とする

災害種別※2

い。（複数選択可

ださい。 

域の歴史であ

かかわる学習

その対策の方

ていく。 

にし、「３つ

ると考え、様

る児童の育成

動力を身に付

の育成(共生

構成し、これま

らう。 

の人々とかか

た大和川地区

する協力・連

環境)の２つを

る学校、PTA、

日 20

地域防災教育

る
2

津波 

可） 

あり、宝であり

習を進め、素

方法も理解し

つを重なり合

様々な実践を

成(自然：ジ

付ける児童の

生) 

まで以上に児童

かわる学習を進

ならではの津

携体制を整え

を関連付けた

、地域、3者の

(Ver.20

014 年 1 月 1

育 

り、生活環境そ

素晴らしさに気

ていく。そして

合わせながら

を重ねていく

ジオパーク) 

の育成(自立

童が「自分の

進めることで

津波の危険性

えることができ

た防災教育プ

の連携に向け

100331) 

 

7 日 

そのも

気付かせ

て、世界

進めて

く。 

立) 

の命は自

、地域

性を児

きる。 

プランの

けた取組
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２．プ

 

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

12-1）最終報

プランの年

立

月 

○「防災

プラ

 
○「防災

ザイ

 

 

  

 
○「防災

ザイ

 

 

月 
○「防災

プラ

月 

 

月  

 

 

 
○「防災

ザイ

 
○「防災

プラ

報告書  

年間活動記

プランの 

立案と調整

災教育チャレ

ン」計画作成

災教育グラン

ン」作成 

災教育グラン

ン」見直し 

災教育チャレ

ン」計画の見

災教育グラン

ン」見直し 

災教育チャレ

ン」計画の見

 

記録（20

整 

レンジ

成 

 

ンドデ  

○地

総

ち

 

ンドデ  

○

ン

発

レンジ

見直し 

 

○

ャ

応

 

○

ン

報

ンドデ  

レンジ

見直し 
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13 年）

準備活動

地域防災会議

総合防災訓練

ち合わせ）

「防災教育チ

ンジプラン」

発表資料作成

「2014 防災教

ャレンジプラ

応募資料作成

「防災教育チ

ンジプラン」

報告会資料作

 

動 

○糸

た

○異

○学

○防

議（市

練の打

○火

○津

○市

○防

 

チャレ

中間

成 

○国

 

教育チ

ラン」

成 

○地

○縦

○津

○名

○地

○縦

○防

チャレ

活動

作成 

○休

 

 

実

糸魚川世界ジ

た学習：年間

異学年集団(縦
学校、家庭、

防災教育を意

火災対応避難

津波に関する

市総合防災訓

防災教育に関

国交省主催の

地震による津波

縦割り班での

津波に関する

名古屋大学 

地震体験車体

縦割り班対抗

防災マップ作

休憩時間中の

(Ver.20

践活動 

ジオパークを

間 
縦割り班)活動

地域との連

意識した運動

難訓練の実施

る学習指導 
訓練に参加 

関する研修会

の防災訓練へ

波を想定した避

の炊き出しの

る学習指導 
鷺谷教授の

体験 

抗防災クイズ

作成 

の避難訓練 

100331) 

 

を活用し

動：年間

携：年間

動会 

施 

会 

への参加 

避難訓練 
の訓練 

の講話 

ズラリー 
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３．実

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

実践したプ

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

プランの内

ラム番号

防災

） ５月

大和

師 
担当
氏 
所属

時間」 
１

式※4 
１イ

８防

児童

方 
○児
○市
○大

もの 
・学
・市
・地

約

訳概要  

【成
○児

こ
○市
○後

 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

内容と成果

： １ 】

災教育を意識

月 25 日（土

和川小学校グ

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

イベント・行

防災意識を高

童、保護者、

児童、保護者
市消防署員に
大和川地域消

学校：バケツ
市消防署：消
地域消防団

５００人 

成果】 
児童、保護者
ことができた
市消防署や地
後日、地域内
して、バケツ

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

3/16 

果 

】※3 

識した「運動

土） 

グラウンド

等の区分：糸
： 
： 

行事 

高める 

、地域住民の

者、地域住民
による高所救
消防団による

ツ、水、ペッ
消防車など
：消防車など

者、地域住民
た。 
地域消防団の
内で、小火が
ツリレーなど

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

動会」 

糸魚川市消防

の三者が一堂

民によるバケ
救助訓練の披
る消火訓練披

ットボトル、

ど 

民の三者が一

の防災への取
が起こった。
どの消火活動

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

防署、大和川

堂に会し、防

ケツリレーの
披露 
披露 

的 

一堂に会し、

取組を知るこ
その際、近

動を行った。

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

川地域消防団

防災意識を高

の実施 

防災意識を

ことができた
近所の人たち
 

ージ数、各項目

100331) 

 

団 

高める。

を高める

た。 
ちが協力

目の字数等
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

糸魚

） ６月

大和

師 
担当
氏 
所属

時間」 
半

式※4 
１イ

４災

自宅

方 ○市
○第
○第
○市

もの ・調
・地
・事
・ア

１地

訳概要  

【成
○
○家
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ２ 】

魚川市総合防

月２３日（日

和川地域の四

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

イベント・行

災害を想定し

宅や町内滞在

市内一斉に、
第１避難場所
第２避難場所
市職員、市消

調査（参加児
地区ごとの児
事後アンケー
アンケート結

地区あたり約

成果】 
自宅や町内滞
家族や地域住

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

4/16 

】※3 

防災訓練（津

日） 

四箇所 

等の区分：糸
： 
： 

行事、１６避

した訓練 

在時に、安全

、サイレン警
所（近くの公
所（高台）へ
消防署職員、

児童を事前に
児童名簿（安
ート用紙 
結果集約 

約５００人

滞在時の、避
住民と一緒に

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

津波対応）に

糸魚川市役所

避難･防災訓練

全に高台に避

警報、緊急放
公園など）へ
へ避難する。

地域代表者

に確認） 
安否確認用）

避難場所や避
に協力して避

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

に参加 

所、糸魚川市

練 

避難すること

放送 
へ避難する。

 
者の話 

 

避難経路が分
避難すること

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

市消防署 

とができる。

 

分かった。 
とができた。

ージ数、各項目

100331) 

 

 

 

目の字数等
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

防災

） ７月

大和

師 

氏 
所属
及び
担当

時間」 
２時

式※4 
３講

６防

○学
○糸

方 
○上
○糸

もの 
・配
・パ
・長

約

訳概要  

【成
○教

考
○教

の
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ３ 】

災教育に関す

月２５日（木

和川公民館

   名
属・役職等
び 
当者・講師等

時間 

講演会・シン

防災に関する

学校における
糸魚川市にお

上越教育大学
糸魚川市消防

配付資料 
パソコン、プ
長机、椅子

３０名 

成果】 
教職員や地域
考えることが
教職員や地域
の避難の仕方

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択
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】※3 

する研修会

木） 

：藤岡達也
：上越教育大

等の区分：糸

ンポジウム

る知識を深め

る防災教育の
おける防災対

学大学院 藤
防署員の講話

プロジェクタ

域住民が、「学
ができた。
域住民が、「糸
方」を知るこ

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

大学大学院

糸魚川消防署

める，８防災

の進め方につ
対策、津波発

藤岡達也教授
話 

ター、スクリ

学校における

糸魚川市にお
ことができた

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

教授 

署員２名 

災意識を高め

ついて考える
発生時の避難

授の講話 

リーン 

る防災教育の

おける防災対
た。 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

める 

る。 
難の仕方を知

の進め方」に

対策や、津波

ージ数、各項目

100331) 

 

知る。 

について

波発生時

目の字数等
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

国土

） ９月

国道

師 
担当
  
  

時間」 
２時

式※4 
１イ

４災

○田
○各

方 
○第
○田
○田
 
 
 

もの 

・帽

約

訳概要  

【成
○児

知
○各

助
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ４ 】

土交通省主催

月２４日（火

道８号線 糸

当者・講師等
     
     

時間 

イベント・行

災害を想定し

田伏地区で災
各種訓練の見

第１避難場所
田伏地区の避
田伏地区避難
・がれき撤去
・被災自動車
・応急組立橋

帽子、水筒

５００人（大
の

成果】 
児童は、田伏
知ることがで
各種訓練の見
助について）

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

6/16 

】※3 

催の合同防災

火） 

糸魚川東バイ

等の区分：国
    陸
    糸

行事、１６避

した訓練 

災害に遭遇し
見学を通して

所のグラウン
避難場所に避
難場所にて見
去訓練（自衛
車からの救出
橋設置訓練

大和川小学校
の住民） 

伏地区で災害
できた。 
見学を通して
を高めるこ

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

災訓練に参加

イパス田伏駐

国土交通省
陸上自衛隊
糸魚川市役所

避難･防災訓練

した場合の避
て、防災に対

ンドに避難す
避難する。
見学をする。
衛隊、国土交
出訓練（糸魚
（自衛隊）

校の児童、い

害に遭遇した

て、児童は、
ことができた

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

加 

駐車帯 

高田河川国
高田駐屯地

所、糸魚川市

練 

避難場所や避
対する意識を

する。 

 
交通省） 
魚川市消防署

いくみ保育園

た場合の避難

防災に対す
た。 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

国道事務所 
地 
市消防署 

避難経路を知
を高める。 

署） 

園の園児、田

難場所や避難

する意識（特

ージ数、各項目

100331) 

 

知る。 

田伏地区

難経路を

特に、公

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

 

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

地震

） １

大和
桜ケ

師 担当

時間」 
１時

式※4 
１イ

４災

○地
が

方 
○地
○第
○第
○第
○校
○学

もの 
・学
・児

児童

訳概要  

【成
○児

す
○児

が
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ５ 】

震による津波

１月６日（水

和川小学校グ
ケ丘公園忠霊

当者・講師等

時間 

イベント・行

災害を想定し

地震による津
ができる。

地震発生（放
第１避難（机
第２避難（グ
第３避難（桜
校長の講話
学校へ戻る

学級旗 
児童名簿 

童１９８人

成果】 
児童は、地震
することがで
児童は、ペア
ができた。

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

7/16 

】※3 

波を想定した

水） 

グラウンド
霊塔（高台）

等の区分：学

行事、１６避

した訓練 

津波発生時の

放送をしっか
机の下に入る
グラウンドに
桜ケ丘公園忠

震による津波
できた。 
ア学年の児童

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

た避難訓練

 

学校職員 

避難･防災訓練

の避難方法を

かり聞く）
る） 
に集合） 
忠霊塔へ移動

波発生時の避

童同士で協力

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

練 

を理解し、安

動） 

避難方法を理

力し合い、安

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

安全に避難す

理解し、安全

安全に避難す

ージ数、各項目

100331) 

 

すること

全に避難

すること

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

炊き

） １

大和

師 担当

時間」 
３時

式※4 
１イ

７技

○炊
○縦

方 

○縦
○か
○鍋
○調
○ご
○豚
○火
○会
○後

もの 

・か
 鍋

ス
・簡
・米
・玉
・お
・焚

児童

訳概要 ３

【成
○炊
○縦

み
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ６ 】

き出し体験活

１月６日（水

和川小学校グ

当者・講師等

時間 

イベント・行

技術を身につ

炊出し活動を
縦割り班での

縦割り班ごと
かまどの火起
鍋の水を準備
調理材料を運
ご飯を炊く。
豚汁を作る。
火の管理をす
会食をする。
後片付け 

かまど２４、
鍋２４、さい
スポンジ、タ
簡易炊飯袋２
米、肉、豆腐
玉ねぎ、人参
お椀２つ、箸
焚き付け用牛

童１９８人

３７６１円

成果】 
炊出し活動を
縦割り班での
みられた。

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

8/16 

】※3 

活動 

水） 

グラウンド

等の区分：学

行事、１３体

つける 

を行い、防災
の協力を通し

とに、グラウ
起こし、薪を
備する。 
運ぶ。 

 
 

する。 
 

、薪、うちわ
いばし１２、
タワシ、 
２３０枚 
腐、みそ…２
参、じゃがい
箸、ふきん、
牛乳パック

を行った結果
の活動中に、

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

学校職員 

体験学習、１

災についての
して、仲間を

ウンドに集合
を運ぶ 

わ１２、トン
おたま１２

２３０人分
いも…各自家

敷物、水筒

果、児童の防
児童の「仲

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

１６避難･防災

の意識を高め
を思いやる心

合 

ング１２、チ
２、金ざる１

家から持って
筒、軍手 

防災意識が高
仲間を思いや

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

災訓練 

める。 
心を育てる。

チャッカマン
１２、クレン

てくる 

高まった。 
やる行動」が

ージ数、各項目

100331) 

 

 

ン、 
ンザー、

が随所に

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

縦割

） １

大和

師 担当

時間」 
１時

式※4 
１イ

１遊

○縦
に

○友
○高

方 
○開
○ク
 
 
○閉

もの ・防
・解
・フ
・手

児童

訳概要  

【成
○児
○仲
○高
○

災
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ７ 】

割り班対抗

１月２２日

和川小学校

当者・講師等

時間 

イベント・行

遊び・楽しみ

縦割り班で協
についての意
友達を思いや
高学年児童の

開会式 
クイズラリー
・防災に関す
・人間知恵の
閉会式 

防災クイズ６
解答用紙 
フラフープ、
手作りの賞品

童１９８人

成果】 
児童の防災の
仲間を思いや
高学年児童が
６問のクイズ
災知識が深ま

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

9/16 

】※3 

防災クイズ

（金） 

体育館及び

等の区分：学

行事 

みながらの防

協力しながら
意識を高める
やる心を育て
のリーダーの

ー 
するクイズ１
の輪、風船バ

６問 

、風船 
品（防災バッ

の意識が高ま
やる姿が随所
がリーダーシ
ズを各教室で
まった。 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

ズラリー 

び各教室 

学校職員 

防災 

らクイズラリ
る。 
てる。 
の育成を図る

１～６年生問
バレーをする

ッジ、防災カ

まった。 
所に見られた
シップを発揮
で担任が再度

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

リーをするこ

る。 

問題、計６問
る。できたら

カード） 

た。 
揮する場面が
度、説明・指

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

ことを通して

問を解く。 
ら得点。 

が多々見られ
指導した。児

ージ数、各項目

100331) 

 

て、防災

れた。 
児童の防

目の字数等



（様式 1

４．苦

プラン

と調整

苦労し

工夫し

準備活

苦労し

工夫し

実践に

当たっ

苦労し

工夫し

12-1）最終報

苦労した点

ンの立案 

整で 

した点 

した点 

○

○

△

△

活動で 

した点 

した点 

△

△

△

に 

って 

した点 

した点 

△

 

報告書  

点・工夫

○校内組織の

関わる検討

○「児童の心

割り班活動

△「防災教育

（年間学習

△「防災教育

ができない

△「防災教育

である。 

△一部の職員

必要である

△他団体と協

場や考え方

こと）が大

△「校内の他

かず、防災

習や行事に

要がある。

 

した点 

の「企画委員

討事項を話し

心の育成活動

動」をリンク

育に関する学

習指導計画に

育に関する実

い。よって、

育を行うため

員に準備の負

る。 

協力・連携し

方が違うので

大変であった

他の行事との

災教育の学習

に偏りが出な

。 

10/16 

員会」の場で

し合うことが

動」に関わっ

クさせて、活

学習・行事を

に位置付ける

実践例」が、

実践の計画

めの経費」を

負担が集中し

して活動を展

で、準備日程

た。 

の調整」「他

習・行事が 6

ないように、

 

で、防災教育

ができた。

っては、「防災

活動を構成し

を行う時数」

るか）が今後

まだまだ少

画や準備に大

をどこから捻

してしまった

展開する際、

程や当日日程

他の関係団体

6 月と 11 月

防災教育の

育やチャレン

災教育の活動

した。 

を、どう生

後の課題であ

少ないので、

大変時間が割

捻出していく

た。校内の組

防災教育に

程を調整する

体との調整」

に偏ってし

の活動を精選

(Ver.20

ンジプランの

動」と「児童

生み出してい

ある。 

前例に当た

割かれる。 

か、が今後

組織体制の見

に関しての各

ること（すり

などが、上

しまった。今

選・調整して

100331) 

 

実践に

会 縦

いくか、

ること

の課題

直しが

々の立

合せる

手く行

後、学

いく必



（様式 1

５．他

協力・

学校・

同窓会

保護者

ＰＴＡ

地域組

国・地

公共施

企業・

産業関

ボラン

ＮＰＯ

等 

職業、

学術組

12-1）最終報

他の団体、

連携先の分

教育関係

会組織 

者・ 

Ａの組織 

組織 

地方公共団体

施設 

 

関連の組合

ンティア団体

Ｏ法人・ＮＧ

職能団体

組織、学会

報告書  

地域との

分類

・ 

○上越
 
 
 
 
○名

○大和

○大和
 
○大和

体・

○糸魚
 
 
 
 
○糸魚
 
○国

等 

 

体・

ＧＯ

 

・ 

等 

 

 

の連携 

団体

越教育大学

古屋大学（鷺

和川小学校

和川地域役員

和川地域消防

魚川市消防署

魚川市役所

土交通省、

11/16 

体名、組織

（藤岡教授）

鷺谷教授）

PTA 

員会 

防団 

署 

自衛隊、北陸

 

名 

 

陸地方整備局

協力

○職員
して
会」

○世界
にお

○防災
に関

○「防
り入
施 

○「地
 施 
○「消

局 

○「高
○「地

講師
○「火

「煙
○「市

参加
○「合

加 

 

 

 

(Ver.20

力・連携の内

員と地域住民
ての「防災教

の開催 
界ジオパーク
おける現地講
災教育（津波
関する講話 

防災教育の要
入れた運動会

地域防災会議

消火訓練」披

高所救助訓練
地震体験車体
師 
火災対応避難
煙体験」の講
市総合防災訓
加 
合同防災訓練

100331) 

 

内容 

民に対
教育研修

ク学習
講師 
波対応）

素を取
会」の実

議」の実

披露 

練」披露
体験」の

難訓練」
講師 
練」に

練」に参



（様式 1

６．成

成果と

得たこ

全体の

感想・

今後の

継続予

12-1）最終報

成果と課題

として 

こと 

の反省・

課題 

○

の 

予定 

○

報告書  

題（実践

・各学年（学

ぶ学習」を

・防災教育に

の知識、感

・共生（人と

結果、児童

・「防災教育

ともに防災

○今後、防災

・世界ジオパ

ていく必要

・安全に避難

成をさらに

・仲間同士や

必要がある

・地域との連

○２０１３年

に対して、

してきたこ

構築、組織

らの課題を

防災教育チ

という「新

 

したプラ

学級担任）が

を展開した。

における様々

感覚、判断力

と人とのかか

童は、仲間同

育を、地域と

災教育を進め

災教育を進め

パークを学び

要がある。

難するための

に進めていく

や地域住民と

る。 

連携組織をさ

年度、当校は

、教職員、児

ことで、様々

織の確立など

を克服し、さ

チャレンジプ

新しい提案」

12/16 

ン全般に

が創意工夫し

。地域に愛着

々な実践を行

力、行動力」

かわり）を大

同士で協力し

とともに考え

められるよう

めていく上で

び、かかわり

の知識、感覚

く必要がある

と協力し、助

さらに固めて

は、防災教育

児童、PTA、

々な成果を得

ど課題が残っ

さらなる成果

プランに対し

」をすること

 

について）

し、年間を通

着をもてる児

行ってきたこ

が児童に、

大切にして、

し合い、助け

える機会」を

うな連携体制

で、 

り、愛着をも

覚、判断力、

る。 

助け合える児

ていく必要が

育チャレンジ

地域住民が

得ることがで

っている。も

果を上げるこ

して「世界ジ

とができると

 

通して、「世

児童が育ちつ

ことで、「安

徐々に身に

防災教育を

け合えるよう

たくさん設

制ができてき

もてる児童の

行動力を身

児童の育成を

がある。 

ジプランに参

が本気になっ

できた。しか

もう１年継続

とができる

ジオパークに

と考える。 

(Ver.20

世界ジオパー

つつある。 

安全に避難す

に付いてきた

を進めてきた

うになってき

設けてきた。

きた。 

の育成をさら

身に付ける児

をさらに進め

参加した。防

て考え、協

かし、学習内

続することで

と考える。そ

における防災

100331) 

 

クを学

るため

た。 

。その

きた。 

地域と

に進め

童の育

ていく

災教育

力連携

容の再

、これ

そして、

災教育」



（様式 1

７．自

※6 自由

頁までの

世界ジ

 

防災

 

12-1）最終報

自由記述欄

由記述欄は、防

の記述に不足し

オパークを生

津波

 

災教育を意識

報告書  

欄 ※6 

災教育の実践

した事項、参考

生かした総合

に関する学習

した運動会「

 

で得られた知見

考資料、写真等を

合的な学習

習     

児童、PTA、地

13/16 

見、防災教育の

を自由にご記入

    

   異学

    

    地

    

地域によるバケ

 

の普及に関わる

入ください。なお

学年集団(縦割

地域防災会議

ケツリレー」「

る提案等を盛り

お、３ページ以内

り班)活動「あ

議「市防災訓

地域消防団に

(Ver.20

り込んでください

内厳守でお願い

りがとうカー

訓練打ち合わ

による消火訓練

（自由記述

100331) 

 

い。また、前

いします。 

 

ド交換」

 
わせ」 

 
練」 

述： １／３） 



（様式 1

 

 

12-1）最終報報告書  

糸魚川

国土交

 

川市総合防災

交通省、自衛

14/16 

   

災訓練(全市

   

衛隊、糸魚川

 

一斉津波避難

市、合同防災

難訓練) 

災訓練 

(Ver.20100331) 

 

 



（様式 1

 

12-1）最終報

防災教育に

報告書  

関する校内研

 

研修    

15/16 

 

    地

 

地震による津津波を想定し

(Ver.20

した避難訓練

（自由記述

100331) 

 

練 

述： ２／３） 



（様式 1

 

 

12-1）最終報

「地震体験

報告書  

験車」を体験

 

縦割り班

験     

縦割り班対

16/16 

   

班での炊き出

   

     

   

対抗防災クイ

 

出し訓練 

 名古屋大

イズラリー

大学 鷺谷教

(Ver.20

教授の講話 

（自由記述

100331) 

 

 

述： ３／３） 


